








































女二の宮は、美しい容姿については多々言及があるものの、内面についての言及 語り手の「皇太后宮の女二の宮の御かたち心ばせ、ことわりも過ぎ おはしますを」という一文のみで、初めて女二の宮が登場する場面でも「御も ものたまはず」と何も語らずに、だ「琴を手まさぐり」にするのみである。これと対比して妹の女三の宮が、
三の宮にやと見えたまふ、少し起き上がりて、 「その絵はなど見せぬ。心憂かりけり」など恨みたまふ気色、幼び うつくしげに えたまふ。

（巻二、一三八頁）
と活発で幼く愛らしい様子に描かれていることからも、女二の は自己主張があまり強くなく、おとなしい性格 あ ということが読みとれる。
また、女二の宮は狭衣に多くを語らず、唯一狭衣にかけた言葉は、
「こは誰そ」というたった一言である。これも、狭衣とは知らず、侵入者が誰か いうことを問う言葉であるため、狭衣にかけた言葉として良いかどうかも疑問である。しか 、これを除けば女二の宮は少なくとも本文中にある限りは狭衣に対する言葉 ただの一つも発してい いことになる。また、手紙も同様にた の一行も返事を





が談笑している横で 「御 のも たまはず、 琴を手まさぐりにして」いたことから、元々、物静かで、控え目な性格だということが窺えていた。また、女二の宮は狭衣 ら無理やり契られた後、そのことを話せず だ床に伏せるだけ あり、懐妊が発覚したあとも 何も語ることができず、ただ母である皇太后宮に守られるだけのか弱い存在であった。しかし 母の死後、自 の意思で何も語ら 女性へと変化を遂げるのである。巻三 狭衣の絵を見せられる場面で、女二の宮は母を思う。

































密通の前・後ともに、女二宮の心理を描写した箇所は少な 、それらは一貫し 密通という事態を たすら恥じる宮の心理を描いている（中略）ただ、恥ずかしがり、死 たがるば りで、事態に対してなんら現実的 対処しようとしない女二宮の態度が密通の真相を隠蔽することとなったのである。
としており、この女二の宮の「恥づかし」という感情こそ、密通の真相を隠蔽した つまりは女二 宮が口を閉ざし しまった理由と考えることができる。では、 この 「恥づかしさ は何に対しての 「恥づかしさ」なのであろうか。私は れほどまでの「恥づかしさ」を感じる理由には母である皇太后宮の考えが影響しているのではないかと考え 。
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皇太后宮は、 「ものに少し際だけきまですくよかに、気高く重り




と、女二の宮は感じている。ま 、先ほどあげた、狭衣からの手紙を中納言の典侍から渡された時の描写でも、 「この手紙を人目に触れされて、母宮に見られてしまったら」と絶望のあまり死に果ててしまいそうな心地がしている。こうしてみる 、女二の宮と母宮関係がとてつも く深いものである とがわか 。井上真弓氏
⑷
は
つまり、この事件に対する母の態度は、闖入者の詮索よりもむしろ闖入を許した女二宮に対する悲憤へと向けら て る。（中略） 「見たてまつらん」の語（中略）が多出し、大宮の一方的な視線により女二宮 生に大宮の生が畳みこまれて、二者はその限りで同体化されているといえよう。
としている。井上氏は「大宮の一方的 視線により女二宮の生に大宮の生が畳みこまれ」るとしているが、最初は一方的なものであたと思われるその視線は、母宮の思想の影響を受けて育った女二の
宮の側からも、 「自分の恥は母の恥となり、自分が情けないから母が嘆く である」という、双方向的な視線となっていたと私は考える。井上氏の言う「二者の同体化」が行われていたからこそ、皇女という気高い身分でありながら男に侵入され、無理やり契りを結ばされてしまったということに、死を願うほどの「 づかしさ」を感じたのではないだろうか。 の時点では狭衣に対する恨みよりもむしろ、母に顔向けできない行為をしてしまった「恥づかしさ」の方が女二の宮の心を支配しており、 「恥づかし」い自分をつらく思っていたのである。
狭衣との密通から、先述の和歌を例外にすると、彼女の思いや考






































境に自分の意志を「のたまひ」 、貫くことのでき 女性へと変化を遂げた。この場面が、 「第一の沈黙」から「第二の沈黙」へと変わる決定的な分岐点であるといえよう。
女二の宮の出家を知った狭衣は、自分 思いを抑えきれず再び女



































なかなにとも知らせたまはぬに、床の上の形身などは、 「残りなう聞きあらはしたまひてけり」とおぼすに、 「 べての人もみなかくのみこそはあ め。されど、よそ 人は、なにしにかはかうも言ひ聞かせむ。中納言などをも その折は知らぬとこそは思ひしか」とおぼすに、その折の御心惑ひに劣らず恥づかしういみじきにも、
「身ひとつだにあらず、あながちなりし御














































『狭衣物語』の女二の宮は、物語の最後まで狭衣を徹底的に拒絶し、 「沈黙」を貫き通した。ではその「沈黙」の理由は一体何だったのか。今回、私はその理由を皇太后宮が亡くなるまで 亡くなった後、二つの期間に分けて論じた。その時を境に、女二 宮は人として成長し、そ 「沈黙」の理由の性質も変化したからである。「第一の沈黙」では、密通されたことの「恥づかしさ」からの、何も語ることのできない 、その「恥づか さ」 自分を
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守るための「沈黙」であり、狭衣に対しての拒絶の意味は全く含んでいなかった。しかし、自分を守っていた存在である皇太后宮が亡くなった後は、しだいに自らの意志で行動し始め、狭衣との婚姻を避けるために「出家」と う意志を「のたまふ」ことができるようになっていった。ま 、自分のせい 亡くな しまった母に恥ずかしく いように、出家後執着を強め 幾度と く求愛してきていた狭衣に対して、 「沈黙」を貫き通すという姿勢を見せた。こ 「第二の沈黙」は「第一の沈黙」とは異なり、紛れもな 狭衣自身に対しての拒絶の意味での「沈黙」だ いえる。
こうして見ると、 「第一の沈黙」と「第二の沈黙」では全く「沈黙」
の性質を異にするということがわかるが、二つ には共通部分もある。それは、母である皇太后宮の影響が強いということである。 「第一の沈黙」では、密通 いう「母 顔向けで ないような恥ずべき行為をした自分」に「恥づかしさ」を感じており、それが「沈黙」の最 大きな理由となっている。また、 「第二の沈黙」では、 狭衣に求愛されている今 状況を母に対 て申し訳なく 恥づかし」く思い、母に 恥づかし」く いよ 生き 狭衣に対しての拒絶を意味する 「沈黙」 を貫き通している。 どちらの 「沈黙」も母という存在に対しての思いから「沈黙」と う行動に至ているのである。
また、 「恥づかし」という感情も「沈黙」の理由の大きな要因と
して共通しているこ がわかる。しかし、 第一の沈黙」の「恥づかし」と言う感情は、 の陰に隠れ、 「死んでしま い と嘆くだけで、何も語ること きなかった「沈黙」の直接の要因であったのに対し 「第二の沈黙」では「身ひとつだにあらず」の語で示
されるように、自分の「恥」は母の「恥」となってしまうのだから、母に「恥づかし」くないように生きなければというように思っていることからもわ るように、 第二の沈黙」では「恥づか 」という感情は直接の要因ではなく、 「沈黙を貫こうという決意」の単なるきっかけにすぎないものとなっている。
女二の宮の「沈黙」は「語ることのできない沈黙」から、 「決し





































小町谷照彦・後藤祥子校注・訳『狭衣物語①』新編日本古典文学全集29（小学館、 一九九九年） 、 小町谷照彦・後藤祥子校注・訳『狭衣物語②』
新編日本古典文学全集
30（小学館、二〇〇一年）では①「吹きはらふ」




響―女二の宮の屹立する孤独とことば―」 （ 『狭衣物語が拓く言語文化の世界』 、狭衣物語研究会編、翰林書房、二〇〇八年）を参考にした。
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